
C o p y r i g h t ( C )  2 0 2 3 S h o d o s h ima T o w n  A l l  R i g h t s  R e s e r v e d .

島内学生ワークショップ
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１．島内学⽣ワークショップ（ふるさと村ミライサロン）概要

1

■⽬的
・⼩⾖島の未来を担う若者の意⾒や想いを本計画に反映することを⽬的にワークショップを実

施する。
・ワークショップをきっかけとして、若者との継続的な意⾒交換の場の⼟台作りを⽬指す。
・ワークショップでの意⾒は、島内の若者が考える課題・ニーズとして受け⽌め、⼩⾖島ふる

さと村全体整備基本計画の整備基本⽅針の導⼊機能の検討や地域連携イメージ等に反映する。

■開催概要 ■実施フロー
内容項⽬

ふるさと村ミライサロン名称
令和５年11⽉ 6⽇（⽉）１５：４０〜１６：３０
令和５年11⽉ 8⽇（⽔）１６：４０〜１７：３０
令和５年11⽉10⽇（⾦）１５：４０〜１６：３０

開催⽇時

・ 6⽇（⽉）：ZoomによるWEB会議
・ 8⽇（⽔）：⼩⾖島中央⾼等学校 4F会議室
・10⽇（⾦）：⼩⾖島中央⾼等学校 4F会議室

開催場所

・グループワーク形式開催⽅式 ・グラフィックレコーディングにて記録（OC今野）
・⾹川県⽴⼩⾖島中央⾼等学校の⽣徒
計１８名：５班参加者

・OC今野（1・2⽇⽬）、OC芦⽥（3⽇⽬）
全体進⾏・
モデレー
ション

・原先⽣のゼミより、経済学部３年⽣３名
・⻄成先⽣のゼミより、⼩⾖島出⾝の４年⽣１名
➡⾹川⼤学⽣計４名の参加

・OC 芦⽥

テーブル
ファシリ
テーション
（２⽇⽬のみ）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実施計画
の作成 

 
 
 
 
 

■⾹川⼤学／中央⾼校調整 
・協⼒可否 
・実施⽇時の確定 

■⾹川⼤学学⽣への事前レクチャー（WEB） 
   ︓10/19 16︓20-17︓50 

■ワークショップ実施準備 
・各調整（会場広さ、備品等の確認） 
・資料準備 
・ロジ対応 
・報道投げ込み 【町より実施】 

■ワークショップの実施（３⽇間）11/6、8、10 

■事後アンケートの実施 

■とりまとめ・アフターフォローの実施 

■中央⾼校教諭への事前説明（対⾯）︓9/15 16︓00 

■中央⾼校⽣徒への説明会の実施（対⾯） 
■会場確認   ︓9/22 16︓00〜 
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２．実施結果
■ワークショップ実施結果

・ワークショップ開催趣旨の説明、⼩⾖島ふるさと村の現状・抱えている課題等の情報提供を実施
・グループワークの内容の説明や、マインドセットの実施

〇第１回ふるさと村ミライサロン（オンライン）
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２．実施結果

・⾹川⼤学の学⽣４名が参加した。
・班名くじ、⾃⼰紹介などをしてグループワークの準備・アイスブレイクを実施した。
・グループワークでは、班に分かれ、ふるさと村を中⼼として「できたら良いこと」、「あったら良いも

の」などを話し合い、班毎にとりまとめた。

〇第２回ふるさと村ミライサロン（⾼校教室にて対⾯実施）
■ワークショップ実施結果
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２．実施結果
■ワークショップ実施結果

・第２回にてとりまとめた内容を、班毎に発表し、質疑応答を⾏った。
・発表内容をまとめたグラフィックレコーディングを⽤いて、ワークショップの総括を⾏った。

〇第３回ふるさと村ミライサロン（⾼校教室にて対⾯実施）
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３．まとめ
■ワークショップ実施結果（まとめ）
・学⽣の意⾒を、「すごし⽅」、「ソフト」、「ハード」の視点で整理した。
・ワークショップの満⾜度は⾼く、アンケート回答者(不参加者除く)の100％が「とても満⾜」と回答した。

内容項⽬
・観光客だけではなく、島内の⼈々が利⽤できる場
・合宿や打ち上げなどで交流し、仲良くなる場
・⼦どもや若い⼈の気軽な学びの場
・様々なアクティビティや運動を楽しめる場
・⾃然を感じてリラックスできる場
・ここならではの⾷事ができる場
・寝転びながらゆっくり勉強ができる場

すごし⽅

・本格的なクリスマスマーケット
・屋外の⾳楽フェス、ライブイベント
・ふるさと村を象徴するキャラクター
・球技などのスポーツの⼤会
・⼿ぶら釣り・⿂突き・オリーブ収穫等の体験
・収穫した⾷べ物の料理教室や学びの場
・地場産品を使ったイベント、フードフェス
・バスの増便などの移動⼿段の確保
・島⺠割・学⽣割

ソフト

・⾬の⽇も利⽤可能なハンモックやソファーなどがある、海辺・芝
⽣のスペース、ナイトシアター

・セグウェイのような移動⼿段
・トロッコなどの村内移動⼿段
・しょうゆ樽ゴーカート、ジップライン、アスレチック等のアク

ティビティ施設
・島産品を味わえる⾷事処やBBQなどの飲⾷施設、フードコート
・ロケーションを楽しめるジム
・島⺠も利⽤できる温泉・温浴施設
・島⺠も活⽤できるレンタルスペース
・Wi-Fi環境の整った勉強場所・休憩施設（⾼校⽣が普段使いでき

る施設）

ハード

【学⽣意⾒とりまとめ】 【アンケート意⾒（抜粋）】

・島をより良くしようとみんなで考えてどんどん夢
が広がっていく感覚がとても楽しかったです。

・友達と⼀緒にどうすればふるさと村がより良くな
るのかについてたくさん話し合って案を出すのが
楽しかったし、他の班の⼈たちの意⾒を聞いて、
そういう案もあるのかと、考えたりして⾯⽩かっ
た。

・今回出した案が実現するところを想像すると、わ
くわくしました。

・⾃分の今までの経験や、思ったことを素直に話せ
る場所だった。

・⼩⾖島のためにみんなで意⾒を出せたので、少し
でも⼩⾖島の未来に貢献できたと思う。

・楽しい雰囲気で意⾒が出しやすかった。
・⼤学⽣などたくさんサポートしてくれる⼈がいて

意⾒を出しやすかった。
・⾼校⽣でも楽しめるような設備をつくっていただ

きたいです。
・⼤⼈の⼈と⼀緒に意⾒を考える場⾯があまりな

かったのでとてもいい経験になりました。
・ふるさと村はとても良いところですが最近は⾏く
機会が極端に減っていると個⼈的に思います。だ
からもっとなにか活動ができたり、交流ができた
り、趣味に使えたりなどすれば、⾏く機会が増え
ると思うので、このワークショップで出た意⾒が
⼀つでも反映されたら良いなと思います。


